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十
八
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五
月
二
日
）
立
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ら
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八
日
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五
月
六
日
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暦
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上
で
夏
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る
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青
々
し
く
万
物
の
成
長
す
る
頃 

【５月行事予定】 

 １（月） 避難訓練（巨大地震） 

１２（金） 春の遠足（ぞう・らいおん） 

１３（土） （日）春の親子キャンプ 

１７（水） 春の遠足（きりん） 

２４（水） 春の遠足（うさぎ） 

２６（金） 春の遠足（ぱんだ） 

  

  

勢
い
よ
く
成
長
す
る
五
月 

保
育
園
が
一

年
で
も
っ
と
も
賑
や
か
に
な
る
四
月
が
終
わ

り
園
内
も
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

き
ま
し
た
。
五
月
は
、
田
植
え
も
は
じ
ま

り
、
草
木
も
勢
い
よ
く
成
長
す
る
時
期
で

す
。
子
ど
も
達
も
一
緒
で
、
遠
足
や
外
遊
び

も
増
え
、
保
育
園
活
動
も
よ
り
活
発
に
な
っ

て
き
ま
す
。
落
ち
着
い
た
保
育
環
境
の
中

で
、
ひ
と
つ
一
つ
の
行
事
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
子
ど
も
達
の
育
ち
を
支
え
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
卒
園
式 

キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン

の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
午
後
の
カ
ル
チ
ャ
ー

で
は
、
小
学
校
に
進
学
し
て
も
続
け
て
行
く

お
子
さ
ん
と
、
卒
園
と
同
時
に
修
了
す
る
お

さ
ん
が
い
ま
す
。
毎
年
三
月
に
行
う
新
体
操

の
発
表
会
に
は
、
卒
園
発
表
の
意
味
合
い
も

あ
り
ま
す
。
講
師
の
佐
藤
た
え
子
先
生
の
熱

い
熱
い
ご
指
導
の
下
、
時
に
厳
し
い
場
面
も

乗
り
超
え
て
き
た
子
ど
も
達
の
姿
に
、
最
後

の
発
表
会
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
我
々

職
員
も
感
極
ま
り
な
い
想
い
に
な
り
ま
す
。 

 
 

午
前
中
の
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
保
育
時
間
内

に
対
象
年
齢
の
在
園
児
は
全
員
受
講
の
機
会

が
あ
り
ま
す
。
和
太
鼓
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、

よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指

し
満
を
持
し
て
は
じ
め
ま

し
た
。
一
方
午
後
の
ア
フ

タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、

も
っ
と
や
り
た
い
！ 

と

の
要
望
に
応
え
て
下
記
の

通
り
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。
見
学
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

 

令
和
五
年
皐
月
（
五
月
）  

 
【５月保育時間内カルチャー】  

 ぱんだ  きりん  ぞう・らいおん  

 英    語 

 体    操  １１（木）１８（木）２５

 ８（月）２２（月） 

 知    育  １０（水）３１（水） 

 食    育     ２５（木） 

保
護
者
コ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト 

園
だ
よ
り
を
よ
り
楽
し
ん
で
読
ん

で
頂
く
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
子
育
て
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ご
寄
稿
頂
く
コ
ー
ナ
ー
を
、
新
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
長
年
キ
ッ
ズ
☆
ガ
ー
デ
ン
を
ご
利
用
頂
い
て

い
る
佐
藤
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
佐
藤
様
、
楽
し
く
素
敵
な
内
容

の
記
事
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
降
は
バ
ト
ン
形
式
で
保

護
者
の
み
な
さ
ん
に
次
の
方
を
ご
紹
介
頂
く
形
で
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
声
が
掛
か
り
ま
し
た
ら
、
お
忙
し
事
と
存
じ
ま
す

が
ど
う
か
快
く
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

テ
ー
マ
は 

①
我
が
家
の
子
育
て 

②
我
が
家
と
キ
ッ
ズ
☆
ガ
ー
デ

ン 

等
で
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
是
非
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

保育時間内  保育時間外  

ピアニカ・リトミック・和太鼓 ピアノ ・ ドラム 

体   操 新体操・キッズダンス・空手 

英   語 英   語 

『
入

園

式
』 

 

緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
園
の
子
ど
も
達
と
ご
家
族
の
み
な
さ

ん
。
四
月
三
日
に
十
六
名
の
お
友
だ
ち
と
ご
家
族
を
新
た
に
迎
え

ま
し
た
。
一
所
懸
命
練
習
し
た
歌
を
披
露
し
た
在
園
児
の
お
友
達

も
進
級
し
初
め
て
の
大
仕
事
で
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。
新
年
度
初
日

の
凛
と
し
た
清
々
し
い
朝
、
新
し
い
ド
ラ
マ
の
ス
タ
ー
で
す
。

き
っ
と
新
入
園
の
み
な
さ
ん
に
は
、
在
園
児
の
み
ん
な
が
と
っ
て

も
立
派
で
素
敵
に
映
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
初
め
は
み
ん

な
と
同
じ
で
泣
い
て
し
ま
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

個
人
差
が
あ
り
ま
す
、
先
を
急
が
ず
、
他
と
比
べ
る
こ
と
な
く 

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
園
生
活
に
慣
れ
て
行
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 



『我が家とKid's☆garden』② らいおん組（年長）成瀬はるかちゃん、うさぎ組（１歳）ゆうかちゃん お母さま  

新年度になり１か月が過ぎました。私自身、次女を出産し、約2年ぶりの職場復帰となりました。子供の朝の用意をして、自分の準備をして、遅れず仕事に行

けるのだろうか、復帰前は漠然とした不安がありましたが、園のおかげもあり、なんとか元気に通えています。４月からは次女もキッズに入園しましたが、預け

るときの次女の泣き顔を見ると、長女のことを思い出します。今でこそ毎日笑顔で登園していますが、キッズに行き始めた当初は本当に毎日が大変でした。朝起

きても泣いていて、なかなか朝ごはんが喉を通らないので、園に入る前に泣いている長女の口に半ば無理矢理お菓子を突っ込み、お茶を飲ませ、先生に託してい

ました。その姿は多くの先生に目撃されており、今では笑い話としてよく話題にあがります。でも、娘を引き取る際には、先生はいつも笑顔で迎えてくださり、

連絡帳には娘の笑顔のエピソードがあり、とても救われたことを覚えています。１年後には長女は毎日喜んでキッズに通うようになり、逆に風邪をひいてお休み

する日は涙を流すようになりました。現在の次女は･･･。まだ泣いていることがほとんどです。でも、毎日先生方にやさしく迎えていただき早くも１か月を終え

ようとしています。迎えに行った際に教えて下さる日中の様子や連絡帳などで長女の時と同じように元気をもらう日々です。 

話は少し変わりますが、その次女の保育園選びの際、同じくキッズを選択した理由の一つに習い事の存在があります。長女が前身のキッズ☆ガーデン津田沼駅

前園に慣れてきた頃、次第に習い事について考えるようになりました。私自身子供の頃の習い事は楽しかった思い出も多く、また大人になって趣味に繋がったも

のもあり、自分の子供にも体験させたいなと考えていました。いろいろと調べると、働きながらの習い事は予想以上に制約が多かったのですが、キッズは、保育

の時間の中で、習い事が受けられるシステムだったのでとても有難かったです。そんな中、最初に新体操に通わせることになったのですが、本人も毎週楽しみに

し、発表会などでも成長がみられ、とてもよい選択となりました。今ではピアノ、空手と増えました。そしてここでも、先生方の存在が大きいと感じています。

カルチャーに行く際には暖かい言葉で送り出してくださり、教室に戻ってからはその日の頑張りをすぐ認めて褒めてくださり、またお休みの日にも関わらず発表

会に来てくだりと、本当に感謝しかありません。各カルチャーの先生方も、根気よく実に丁寧に指導していただき、やる気を引き出してくださっています。幼い

ながらも、新しいことに挑戦し、頑張ったらできるようになるということに気づきつつあります。成長していく娘の姿には親でさえ驚かされることも多いです。 

過去を振り返ってもそうですが、娘２人を通わせるようになって益々キッズの存在は大きくなりました。また今年１年、先生方やお友達といろいろな経験がで

きることを本当に嬉しく思っています。キッズでの生活が大切な思い出となるように、微力ですが協力させて頂きたいと思っています。 

リトミック 井手口 佳奈子先生  

 ぱ ん だ き り ん そ う・らいおん 

４月レポート  

はじめてのリトミックレッスンは少し緊張

の面持ちでしたが、レッスン終了時はみん

な笑顔で終わることができました。うさぎ

さんやライオンさん、ぞうさんに変身した

り、タンバリンのハンドルで車を運転した

り想像力豊かに活動する事ができました。  

進級してからはじめてのレッスンは、すっかりお姉

さんお兄さんになってよくお話を聞くことができま

した。音楽に合わせたステップや、即時反応の指示

もきちんと反応することができていました。 

４分音符、2分音符、8分音符、ふてんのリズムを

聞き分ける課題もできるようになってきました。  

年長さんの3名がリーダーさんとなって、ク

ラスを引っ張っていってくれました。年中さ

んにとっては新しい内容が多く、少し難し

かったと思いますが、よくお話を聞き、でき

るように頑張ってくれました。4月は複雑な

ステップ、2つの音符の聞き分け、3つのリ

ズムの聞き分けなども行いました。 

５月指導計画  
動物園のプログラムがとても楽しかったよ

うなので、動物園のプログラムに加えて、

母の日のプログラムを行います。 

母の日のプログラムで、お母さんのお手伝い。音楽

リズムに合わせた雑巾がけや、音の高低を聞き分け

て高いところをはたきで掃除をしたり低いところを

掃除したり…音楽に合わせて楽しんで行きます。 

母の日のプログラムです。想像力を働かせな

がら、ポリリズムの課題やステップを行って

いきます。  



幼児体育講師の佐藤たえ子先生 

 皆さんこんにちは、幼児体育講師の佐藤たえ子です。 

 

初夏らしくなりましたね！ 

体育では気持ち良く汗をかいてしっかり水分補給をする事で、今から真夏に負けない強い体作りを目指しています♪ 

 

新年度の４月、 

きりん組さんはご挨拶とお返事から始まりました。 

線の上を歩いたり、ジャンプしたり、ボールを投げたり、踊ったりとお友達と仲良く色々な「初めて」にチャレンジしています。 

 

ぞう、らいおん組さんはボールと平均台です。 

全員平均台をスタスタと歩けて、高くジャンプも出来ます。 

ぞう組さんの成長をとても感じています。 

らいおん組さんの年長としての自覚が良い刺激になっているのかもしれません。 

 

私の体育では、間違えたり失敗しても 

一生懸命やれれば、そして次から気をつけようとすれば良いと考えています。 

 

本気で接すると本気で返してくれる子供達がいとおしいです。 

 

大人であっても初めての事はワクワクと不安がセットです。 

そのワクワクと不安の中、一生懸命な子供達を尊敬しています。 

 

また1年間、宜しくお願いします。 

 




